
令和３年度 研究の概要 
１ 研究主題 

論理的思考力の育成―プログラミング教育の授業実践を通して― 

２ 主題設定の理由 
令和２年度から完全実施となった小学校学習指導要領には、主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善の配慮事項として、「各教科等の特質に応じて、児童がプログラミングを体験しなが

ら、コンピュータに意図した処理を行わせるために必要な論理的思考力を身に付けるための学習活

動を計画的に実施すること」と示されている。また、プログラミング教育の必修化の背景について

は、身近な生活でコンピュータが活用されていることに気付くことや、自ら課題解決に向けて思考

する「プログラミング的思考」を育むことが求められている。 

プログラミング的思考とは、「小学校段階における論理的思考力や創造性、問題解決能力等の育成

とプログラミング教育に関する有識者会議「議論の取りまとめ」（平成 28年 6月 16 日）」において、

「自分が意図する一連の活動を実現するために、どのような動きの組合せが必要であり、一つ一つ

の動きに対応した記号を、どのように組み合わせたらいいのか、記号の組合せをどのように改善し

ていけば、より意図した活動に近づくのか、といったことを論理的に考えていく力」と説明されて

いる。 

このように学校教育に新たな変化が求められている中、本校の児童の課題の１つとして取り上げ

られるのが、論理的思考力がやや弱いことである。区の学力調査や都のベーシックドリルのテスト

等において、単純な計算問題を解いたり、地図記号や天気図を理解したりすることに関しては、概

ねできている。一方、大問の中に関連した小問が複数続いているような問題で、課題解決のために、

どのような方法があり、どのような情報が必要であるかを考え、順序立てて解決することを問われ

ると、手が止まってしまう傾向が多く見られる。このような児童の課題を解決する手段の一つとし

ても、本校でプログラミング教育を充実させることが必要であると考えている。 

本主題は、昨年度に続き２年目となる。昨年度の研究で、児童、教員の双方に主に以下の課題が

挙がった。 

  【児童】・コンピュータ操作に不慣れである。 

      ・「トライ＆エラー」に取り組む際、間違いたくない気持ちが優先し、課題にトライしにくい。 

  【教員】・コンピュータ操作に不慣れである。 

      ・論理的思考力やプログラミング的思考とは何か、明確に理解することが難しい。 

      ・コンピュータ操作に不慣れで、授業実践が乏しいため、指導することに自信がもてない。 

本研究を進めることにより、教員がプログラミング教育を進める際の不安を少しでも緩和し、具

体的な授業のイメージや授業実践への見通しがもてるようにすることが求められている。 

上述のようなことから、本校児童に論理的思考力を育成するためには、教員がプログラミング教

育が導入された社会的な背景や学習指導要領の内容を十分に理解し、プログラミング教育推進校の

実践事例等を参考にしながら、授業実践を通して指導方法を身に付けることが重要であると考え、

本主題を設定することとした。 



３ 研究構想図 

【研究テーマ（主題・副主題）】 

論理的思考力の育成 

―プログラミング教育の授業実践を通して― 

【目指す児童像】 

考える子 やさしい子 たくましい子 

知的好奇心を高めるとともに、成就感を抱かせ

る授業し、認め、励ます評価の実践、各自の個性

や能力、長所、可能性を発揮させる指導をして児

童が主体的に考える子を育てる。 

どんな場面でも子供を励まして育て、発達段

階や児童の障害特性など個に応じて考慮し、意

欲と自覚を促す指導で、自尊感情を高め、やさ

しい子を育てる。 

心身の健康、体力づくり、運動能力向上を

推進し、遊びや運動などに意図的、計画的に

取組み、しなやかな心と体をつくる指導を通

して、たくましい子を育てる。 

【プログラミング教育のねらい】 

①  身近な生活でコンピュータが活用されていることや、問題の解決には必要な手順があることに気付くこと。【知識及び技能】 

②「プログラミング的思考」を育成すること。【思考力、判断力、表現力】 

③ コンピュータの働きをよりよい人生や社会づくりに生かそうとする態度を涵養すること。【学びに向かう力、人間性】 

【低学年】 【中学年】 【高学年】 

親しむ 思考する 課題を解決する 

【研究テーマ設定の理由】 

教育情勢 児童の実態 これまでの校内研究を踏まえて 

2020 年度から小学校でプログラミング教育

が実施される。教員がプログラミング教育を理

解する研修の機会を設け、本校においても円滑

な導入、授業実践が求められる。 

全校や学級全体の場で予め用意したせりふ

を発表することは優れている。授業において自

分の考えをノートや発表で分かりやすく（論理

的に）表現する力はまだ課題である。 

昨年度までの 3 か年で、算数科を中心に「表現する

こと」や「数学的な見方・考え方を働かせること」をテ

ーマに研究を進めてきた。自信をもって表現できる児

童が増えたという成果を得られた。 

【研究内容】 

（１）全体計画及びカリキュラムの作成 （２）学習指導の研究 （３）学習環境の整備 （４）教員研修の実施 

【研究仮説】 

 教員研修の機会を設け、教員が協働でプログラミング教育を理解するとともに、授業実践を行うことで、児童が主体的に

学びに向かい、論理的思考力を育成することができるであろう。 

【学習指導における実践事例の分類】 

A 分類：学習指導要領に例示されている単元等で実施するもの 

B 分類：学習指導要領に例示されてはいないが，学習指導要領に示される各教科等の内容を指導する中で実施するもの 

C 分類：教育課程内で各教科等とは別に実施するもの 

D 分類：クラブ活動等，特定の児童を対象として，教育課程内で実施するもの 

E 分類：学校を会場とするが，教育課程外のもの 

F 分類：学校外でのプログラミングの学習機会 

【研究のまとめ】 

授業はどのように変わったか？ 

（教員の意識調査、児童へのアンケート調査より） 

児童はどのように変わったか？ 

（教員の意識調査、児童へのアンケート調査より） 



４ 研究日程 
 

月    日 研究形態 主な内容 

① ４月 ７日 

（水） 

全体会 ○今年度の研究について 

 

② ５月１９日 

（水） 

研究授業 ○研究授業① 前田 剛 主任教諭 

第５学年 算数科「円と正多角形」 

③ ６月１６日 

（水） 

研究授業 ○研究授業② 大川内 亮介 主任教諭 

 第４学年 算数科「垂直・平行と四角形」 

④ ９月１５日 

（水） 

研究授業 ○研究授業③ 髙橋 牧子 教諭 

第６学年 市民科 

「発表会を開こう～品川区の魅力をみんなに伝えよう～」 

⑤ ９月２９日 

（水） 

研究授業 ○研究授業④ 林 千穂 教諭 

第１学年 市民科「二わの小鳥」 

⑥ １２月 ８日 

（水） 

研究授業 ○研究授業⑤ 辻本 佳純 教諭 

第３学年 国語科「へんとつくり」 

⑦ １月２６日 

（水） 

研究授業 ○研究授業⑥ 三田 綾乃 教諭 

 第２学年 国語科「お話のさくしゃになろう」 

⑧ ２月 ２日 

（水） 

研究授業 ○研究授業⑦ 酒井 頼明 教諭 

 第４学年 市民科 

「手順を考えて、試したり動かしたりしよう」 

○講師 

 早稲田大学教育総合科学学術院 教授 三尾忠男 先生 

⑨ ３月１６日 

（水） 

全体会 ○今年度の研究のまとめ（成果と課題） 

○来年度の研究の方向性 

 

【参考にした資料や WEB サイト等】 

○「小学校を中心としたプログラミング教育ポータル」（未来の学びコンソーシアム） 

○「小学校プログラミング教育の手引（第二版）」（文部科学省 平成 30 年） 

○「プログラミング教育支援ハンドブック」（中川一史 監修 2019） 

○「これならできる 小学校教科でのプログラミング教育」(赤堀侃司他 監修 2018） 

○「これで大丈夫！小学校プログラミングの授業」 （小林祐紀他 編著・監修 2018） 

○研究紀要「プログラミングで賢くなります」（板橋区立成増ケ丘小学校 令和元年） 

 


